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 4 月 4 日 入学式、学部新 2 年生、新入大学院生オリエンテーション、歓迎会
 4 月 25 日 分野研究会　
  報告
  演者：林大介（本学プレミアムカレッジ特任准教授）
  テーマ：「18 歳選挙権・18 歳成人時代におけるシティズンシップ教育のあり方」
 5 月 23 日　 第 1 回修士論文指導会
  報告
  ・ 瀧澤宏直「働く母親の貧困とワーク・ファミリー・コンフリクト」
  ・ チャパタナグン・ノラパン「日タイにおける障害者雇用制度の現状と法的課題―量
的及び質的分析に基づいて」
  ・ 喬夢「知的障害者の社会関係の再築の重要性についての研究―知的障害者と介護者
へのインタビューから支援策へ（仮）」
  ・ 王円「中国老年大学のあり方と高齢者の生きがい―大中小都市老年大学の比較をも
とに―」
  ・ 楊帆「中国農村部における貧困高齢者世帯の介護実態とその支援策―河南省を例と
して」
 6 月 27 日 博士課程院生報告会
  報告
  ・ 須田真介「旧身体障害者療護施設における施設改革運動の歴史的研究」
  ・ 朴在浩「若者政策の日韓比較（仮）―政策概念の変化を中心として―」
 6 月 28 日 春季卒論中間報告書提出期限
 7 月 14 日 第 1 回オープンキャンパス、大学院説明会
 7 月 25 日 博士論文中間報告会・修士論文指導会・博士論文公開審査会
  報告
  ・ 千葉寿夫「タイとフィリピンにおける障害者運動の発展過程の比較研究―国際障害
者福祉の視点から―」5 章：障害者運動の比較分析と意義
  ・ 間嶋健「介護老人保健施設の退所支援におけるソーシャルワーク～実践の構造化と
エビデンスを活用した実践～」
 8 月 17 日 第 2 回オープンキャンパス
 9 月 5 日 博士論文公聴会
  報告
  ・ 松村智史「子どもの貧困対策における学習支援―理論、政策、実証分析から」
 9 月 24 日・25 日　　大学院入試
10 月 10 日 第 2 回修士論文指導会
  報告




  ・ 瀧澤宏直「働く母親の貧困とワーク・ライフ・コンフリクト」
  ・ 王円「中国における老年大学のあり方に関する考察―老年大学の事例研究をもと
に―」
  ・ チャパタナグン ノラパン「日タイ障害者就労制度の比較法的検討」
11 月 14 日 分野研究会
  報告
  演者：山田壮志郎（日本福祉大学社会福祉学部准教授／本学客員研究員）
   テーマ：「生活保護の漏給防止志向はどのように形成されるのか？―福祉系大学にお
ける「公的扶助論」受講者調査より―」  
11 月 16 日 同窓会
12 月 12 日 修士論文指導会・博士課程院生報告会
  報告
  ・ 喬夢「知的障害児のいる家族のニーズと支援法制度についての研究―日中比較の視
点から」
  ・ 篠崎ひかる「刑事司法システムの対象となった高齢者への包括的支援に関する一考
察 ―地域生活支援の実態と課題から―（仮）」  
  ・ 石原アンナユリアーネ「成人男性に対して性的に攻撃的な女性―周辺化される女性
加害者と男性被害者についての考察」
＜ 2020 年＞
 1 月 10 日 修士論文提出
 1 月 14 日 卒業論文提出
 1 月 30 日 博士論文公聴会
  報告
  ・ 櫻井真一「エンパワメントの視点に基づく路上生活者支援に関する研究―自立支援
センター P の実践を手掛かりに―」
 2 月 5 日 修士論文口頭試問
 2 月 6 日 卒業論文報告会（公開審査会）
 2 月 18 日・19 日　　大学院入試


























































誰か：一般市民の意識調査を用いた実証分析」『社会政策』第 11 巻第 2号、2019 年 11 月
・	阿部彩「祖父母世代の貧困が孫に及ぼす影響」首都大学東京　子ども・若者貧困研究センター
Working	Papers	No.6（WP6）、2020 年 1 月
・	阿部彩「「子どもの貧困」と「機会の平等」」『経済社会学会年報』Vol.41、2019 年 9 月
・	安藤藍「英国の Remand	Fostering からみる児童福祉と少年司法の連携可能性」『人文学報』第
516 巻 3 号、2020 年 3 月
・	杉野昭博「3章　障害学とは何か―歴史、スポーツ、テクノロジー」嶺重慎・広瀬浩二郎・村田淳
編『知のスイッチ―「障害」からはじまるリベラルアーツ』岩波書店、2019 年 2 月
・	杉野昭博「10-8	障害者の共生を阻むリスク」日本リスク研究学会編『リスク学辞典』丸善出版、
2019 年 6 月
・	杉野昭博「反優生思想―障害学とソーシャルワーク」『ソーシャルワーク研究』45 巻 3 号、2019
年 10 月
・	田村哲樹・近藤康史・堀江孝司『政治学』勁草書房、2020 年 1 月。
・	長沼葉月「AAA多機関ケースカンファレンス」安心づくり安全探しアプローチ（AAA）研究会
編『チーム力を高める多機関協働ケースカンファレンス』、瀬谷出版、2019 年 9 月
・	長沼葉月・上原美子・吉岡幸子「精神障がいのある親と暮らす学齢期の子ども達を学校でどう支
えるか」『小児の精神と神経』	第 59 巻 1 号、2019 年 4 月
・	長沼葉月「社会福祉実践現場を支えるために公認心理師に期待されることとは」『日本精神衛生学
会誌	こころの健康』	第 34 巻 1 号、2019 年 8 月
・	長沼葉月・土田幸子・牛塲裕治・上原美子・北野陽子・吉岡幸子「精神疾患のある親と暮らす学
齢期の子どもを支えるための養護教諭等対象ワークショップの効果評価」『日本精神衛生学会誌	こ
ころの健康』	第 34 巻 1 号、2019 年 8 月
・	長沼葉月・北野陽子「子どもと家族を支える社会福祉サービスとツールあれこれ」『学校健康相談
研究』第 16 巻第 1号、2019 年 12 月
・	長沼葉月・副田あけみ「高齢者虐待防止のための家族支援 : 安心づくり安全探しアプローチ（AAA）
―養護者との面接技法とケースカンファレンスの手法の開発に焦点を当てて―」『家族看護学研究』
第 25 巻第 2号、2020 年 2 月
・	室田信一「アメリカにおける地域福祉の展開」上野谷加代子・松端克文・永田祐編著『新版よく




クの展開――いま問われる地域福祉の挑戦』ミネルヴァ書房、2020 年 2 月
・	室田信一・小山宰「地域活動を支える住民の価値意識――主体性概念の再検討を通して」『人文学報』
No.516-3、2020 年 3 月
・	矢嶋里絵「障がいのある人と家族の人権保障の現状と課題」藤井克徳・池上洋通・石川満・井上
英夫編『いのちを選ばないで』2019 年 12 月、大月書店
・	矢嶋里絵「障害年金における障害認定」大曽根寛・森田慎二郎・金川めぐみ・小西啓文編『福祉
社会へのアプローチ　久塚純一先生古稀祝賀下巻』2019 年 5 月、成文堂		
・	和気純子「巻頭言　グローカル・ソーシャルワークの必要性」『ソーシャルワーク研究』45 巻 2 号、
2019 年 7 月
・	和気純子「多文化共生社会における外国人の統合支援とグロール・ソーシャルワーク～フィンラ
ンドにおける事例から～」　『地域ケアリング』22 巻 1 号、2019 年 12 月
・	和気純子「量的研究のデータに基づき結果を整理しよう」ソーシャルワーク学会監修『ソーシャ
ルワーカーのための研究ガイドブック』中央法規出版、2019 年 4 月
・	和気純子「量的研究の結果の分析・考察をしよう」ソーシャルワーク学会監修『ソーシャルワーカー
のための研究ガイドブック』中央法規出版、2019 年 4 月
2．調査報告・書評・その他学術成果物
・	阿部彩「子どもの貧困と地域特性　～子どもの貧困と健康の関係に着目して～」ニッセイ財団報
告書、2019 年 11 月
・	杉野昭博「図書紹介　榊原賢二郎編著『障害社会学という視座―社会モデルから社会学的反省へ』
（新曜社）」『リハビリテーション』619 号、42-3 頁、2019 年 12 月
・	杉野昭博「『優生思想』の『空気』―荒井裕樹対談集『どうして、もっと怒らないの？』（現代書館）
を読む」『図書新聞』3426 号、1面、2019 年 12 月
・	堀江孝司「書評　田中辰雄・浜屋敏著『ネットは社会を分断しない』（2019 年 10 月	角川新書）」『生
活経済政策』第 278 号、2020 年 3 月
・	室田信一「日本におけるコミュニティ・オーガナイザー配置政策の可能性」『豊かな高齢社会の研究』
ユニベール財団、2019 年 7 月
3．学会発表
・	東悠介・梶原豪人・瀧澤宏直・川原恵子・朴在浩・阿部彩「ポーガムの貧困の形態：日本のケー
ススタディ」社会政策学会第 138 回大会、高知県立大学、2019 年 5 月 18 日
・	阿部彩「貧困の世代間連鎖：1代目貧困と 2代目貧困に違いはあるか」社会政策学会第 139 回大会、




社会における社会階層の測定法と分析法の探索第 1回研究班会議、一橋大学、2019 年 7 月 24 日
・	阿部彩「JGSS から見る貧困と家族からの孤立」JGSS	国際シンポジウム 2020、大阪商業大学、
2020 年 1 月 14 日
・	阿部彩「大人になってからの親子関係：貧困層は本当に親とも疎遠なのか？」首都大学東京子ども・
若者貧困研究センター第 20 回定例学術研究会、首都大学東京、2020 年 1 月 22 日
・	安藤藍「新潟県・新潟市の社会的養護」テーマ別分科会「社会的養護改革の効果と課題―4つの自
治体の事例から」社会政策学会第 139 回大会、法政大学市ヶ谷キャンパス 2019 年 10 月 20 日
・	杉野昭博「障がい者福祉における『自立』概念の変遷についての観点から」大会シンポジウム「自
立は社会福祉の規範たり得るか～存在の多様性を支える論理とは」日本社会福祉学会第 67 回秋季
大会、大分大学旦野原キャンパス、2019 年 9 月 21 日
・	長沼葉月・副田あけみ「高齢者虐待防止のための家族支援 : 安心づくり安全探しアプローチ（AAA）
―養護者との面接技法とケースカンファレンスの手法の開発に焦点を当てて―」日本家族看護学







Seminar	on	Strengthening	 the	Family:	Global	Social	Work	Perspective.	 January	13th,	 2020,	
Singapore	University	of	Social	Sciences,	Singapore	2020.（招待講演）
・	和気純子「多文化主義からみた福祉教育の現状と課題」日本学術会議社会学委員会社会福祉学分
科会、立教大学池袋キャンパス、2020 年 2 月 23 日
4．その他
・	阿部彩「日本の貧困の 30 年間の動向と今後の課題」立憲民主党経済政策調査会、衆議院第二議員
会館、2019 年 4 月 2 日
・	阿部彩「子どもの貧困の現状と私たちができること」JP労組「JP スマイル全国フォーラム」東京
コンフェレンスセンター有明、2019 年 4 月 13 日
・	阿部彩「子どもの貧困対策法および大綱の見直し　現状と課題」立憲民主子ども子育て PT、衆議
院議員会館、2019 年 5 月 7 日
・	阿部彩「貧困の現状：子ども、女性、高齢者」生活経済政策研究所主催「未来への対話プロジェ




ニティ・カレッジ春季講座「人間らしく生きる」上智大学四ツ谷キャンパス、2019 年 6 月 19 日
・	阿部彩「狛江市調査からみた狛江市の子どもの貧困」狛江市役所、2019 年 6 月 27 日
・	阿部彩「子どもの貧困」人事院研修　政策課題研究「子どもの貧困」人事院、2019 年 6 月 28 日
・	阿部彩人事院研修　政策課題研究「子どもの貧困」、2019 年 7 月 10 日
・	阿部彩「子どもの生活実態調査結果報告（第 1回）」世田谷区、世田谷区区民ホール、2019 年 7 月
17 日
・	阿部彩「子どもの生活実態調査結果報告（第 2回）」世田谷区、成城ホール、2019 年 7 月 31 日
・	阿部彩「子どもの貧困の現状と将来」神奈川県『子ども支援フォーラム』、平塚市中央公民会館、
2019 年 8 月 22 日
・	阿部彩「貧困」思春期学研究認定者制度講習会、大田区文化ホール、2019 年 8 月 23 日
・	阿部彩「生活保護基準における子どもの扱い」生活保護裁判連絡会総会貴重講演、福島大学、
2019 年 10 月 19 日
・	阿部彩「子どもの貧困の実態と首都大学東京の果たす役割」首都大学東京同窓会　記念講演会、
首都大学東京、2019 年 11 月 3 日
・	阿部彩「第一報告」筑波大学田中洋子ゼミ学園祭企画『見える格差・見えない格差』筑波大学、
2019 年 11 月 4 日
・	阿部彩「貧困と問題行動」任用研修課程高等科第 51回研修、法務省矯正研究所、2019 年 11 月 6日
・	阿部彩「子どもの貧困の現状と対策の選択肢」日本福祉大学「子どもの貧困の現状と支援スクー
リング」、ベルサール三田、2019 年 11 月 9 日
・	阿部彩「健康格差解消のためのアプローチ（1）子どもの貧困対策」神奈川保健福祉大学　講義、
2019 年 11 月 14 日
・	阿部彩「子どもの貧困」認定NPO法人神奈川子ども未来ファンド『子どもみらいセミナー』、ワー
クピア横浜、2019 年 11 月 17 日
・	阿部彩「子どもたちの貧困～見えにくい貧困をデータから読み解く～」しながわチャイルドライ
ン公開講座、立正大学、2019 年 11 月 19 日
・	阿部彩「貧困から子どもを救う」相模原市教育委員会教育センター研修講座、相模原市立総合学
習センター、2019 年 11 月 26 日
・	Abe,	Aya	 “‘Invisible’	 Child	 poverty	 in	 Japan”	 Temple	 University	 Japan	 Institute	 of	
Contemporary	Asian	Studies	Public	Lecture	Series,	2019 年 11 月 27 日
・	阿部彩「子どもの未来を地域のみんなでサポートしていくのは」山口県地域福祉推進セミナー、
山口県総合保健会館、2019 年 11 月 29 日
・	阿部彩「貧困から子どもを救う」目黒区社会教育講座『貧困・虐待から子どもを救う』、目黒区民ホー
ル社会教育館、2019 年 11 月 30 日
・	阿部彩「子どもの貧困～私たちにできること～」東京都社会福祉協議会令和元年度東社協保育部
会給食担当者講習会、2019 年 12 月 13 日
・	阿部彩「東京都の子どもの貧困：あなたの隣にある貧困と高校生Action!」」東京都立小山台高等
学校、2019 年 12 月 20 日
・	阿部彩「東京都の子どもの貧困の実態」東京都令和元年度生活保護行政主管課長研修、東京都社




プ会議、2020 年 1 月 27 日
・	阿部彩「子どもの貧困調査研究コンソーシアムについて」なくそう子どもの貧困ネットワーク、
2020 年 2 月 1 日
・	安藤藍・久保樹里・山口敬子「英国児童福祉調査報告会	“ 子どもたちを信じて ”英国民間児童福祉
支援団体バナードス（Barnardo’s）の取り組み」、2019 年 12 月 8 日
・	安藤藍「少年院の社会復帰支援と福祉機関の立ち位置再考―児童相談所と連携したケースから」
少年の社会復帰に関する研究会、2020 年 2 月 27 日
・	杉野昭博「単身社会における地域の未来を考える～障がいがつなぐ地域～」長野県生涯学習推進
センター主催「地域の教育力向上研修『共生社会の実現』～障がい者が自立して暮らせる地域づ
くり～」長野県総合教育センター、2019 年 9 月 5 日
・	長沼葉月・片山薫・秦美香・芦沢茂喜「座談会　AAA式ケースカンファレンスとファシリテーショ
ン」安心づくり安全探しアプローチ研究会主催研修会、北沢タウンホール、2019 年 9 月 21 日
・	長沼葉月「オープンダイアローグから考える「聴くこと」」クローバーの会主催「傾聴ボランティ
ア講座」勉強会・一般講座、品川総合福祉センター、2019 年 11 月 9 日
・	長沼葉月「チーム力を高めるケースカンファレンスとは」南アルプス市保健福祉部福祉総合相談課
主催「南アルプス市福祉総合相談体制研修会」、南アルプス市社会福祉協議会、2019 年 11 月 13 日
・	長沼葉月「リフレクティング・プロセスとは」ソーシャルワークを学び合う会主催勉強会、町田
市民文学館ことばらんど会議室、2019 年 11 月 30 日
・	長沼葉月「ワークショップ	よい実践をふりかえる」調布市福祉法人人材育成センター主催「第 3
回ちょうふ福祉実践フォーラム福祉の現場の文化を作る担い手とは？～現場を変える、私が変わ
る～」、調布市こころの健康支援センター、2020 年 2 月 9 日
・	長沼葉月「支援困難を読み解く～援助関係を築くための土台作り」「援助関係を解きほぐす会話と
は」大阪府福祉部地域福祉推進室社会援護課主催「令和元年度府内福祉事務所生活保護面接相談
員研修会」、大阪赤十字会館、2020 年 2 月 12 日
・	室田信一「ともに生きる地域づくりと学生ボランティア」大学ボランティアセンター全国フォー
ラム、首都大学東京、2019 年 9 月 11 日
・	室田信一「学生スタッフ組織のチーム力を高める」大学ボランティアセンター全国フォーラム、
首都大学東京、2019 年 9 月 12 日
・	矢嶋里絵「社会福祉の基礎知識Ⅰ」要約筆記者養成講座、川崎市聴覚障害者情報文化センター、	
2019 年 8 月 23 日
・	和気純子「地域包括ケアとボランティア」第 17 回シニア元気塾ボランティア入門講座　2019 年
10 月 9 日　首都大学東京
・	和気純子「高齢者福祉の未来～地域包括ケアシステムの到達点と今後の課題」東京大学 GLAFS




センター大ホール、2019 年 12 月 4 日
・	和気純子　基調講演「家族支援の方法と課題」第15回日本福祉大学ケアマネジメント研究セミナー、
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